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伊藤壽文
清々しい初夏を迎え、会員のみなさまにはますますご清栄の

こととお慶び申し上げます。また、平素は当金庫に多大なご

支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

ここに当金庫第 93 期（令和 6 年度）事業の概況をご報告さ

せていただくにあたり、ご挨拶申し上げます。

昨年を振り返りますと、激甚化した自然災害や長引く物価上

昇、加速する少子高齢化など、地方を取り巻く環境はさらに

厳しさを増した１年となりました。

その一方、景気は緩やかな回復傾向となり雇用や所得環境に

も明るい兆しが見えるなどコロナ禍を忘却してしまうほどの

復興を感じられる年となりました。

「少子化」、「高齢化」、「人口減少」の急激な進行は当地区に

あっても例外ではありません。現在、官民一体で人口減少社

会への対応や更なる産業基盤の強化に向け、企業誘致・留置

に取り組んでおり、当金庫も富士宮市、富士宮商工会議所、

芝川商工会の４者の組織連携による総合相談窓口、「ビジネス

コネクトふじのみや」、富士宮市の地域活性化と持続可能な地

域の発展を図るため、当金庫と富士宮市が連携して地方創生

に関する課題の把握と解決方法の研究を行う未来志向の協議会

「ＮＥＸＴＶＩＳＩＯＮ富士宮」を令和６年 10 月に発足させ、

闊達に議論を重ねながら地域の諸課題に取り組みはじめてお

ります。

当金庫はこれらの活動を通じて地域産業の活性化や雇用の場

を確保し、優良企業の新規進出、地域事業者の事業拡大等、

多面的支援により、新たな「しごと」を創り出すことや、ま

たそれに魅了されて「ひと」が集まるための施策を推進して

いきます。

それは「地域密着型金融の推進」こそがビジネスモデルであ

ることを明確に位置付けることであり、厳しい収益環境の下

にあっても効率的な業務体制の構築に努めながら、当金庫が

保有する経営資源の強化とさらなる活力を喚起して強靭性を

備えた組織態勢を創ってまいります。

信用金庫の使命は地域を支え、地域を明るく元気にするとい

う覚悟をもって今後も地域社会の更なる負託に応え続けなけ

ればなりません。この揺るぎない信頼を確立するためにも、

当金庫は「経営理念」と「３つのビジョン／地域目線からの

取組み／顧客目線からの取組み／金庫目線からの取組み」の

実践・実現を通して、会員、お客さま、職員をはじめとする

地域のすべての人々の成長と幸せを実現することを目指しま

す。そして各種法令やルールを厳格に遵守する等、コンプラ

イアンス態勢の整備・確立を当金庫の業務の適切性 · 健全性を

確保するうえでの最重要課題と位置付け、引き続きコンプラ

イアンス態勢の強化にも取り組み、信用され、頼られ、愛される、

地域になくてはならない金融機関として全力を傾注してまい

ります。

以　上
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1.　預金・貸出金の推移
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（単位：百万円）
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貸出金
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375,065
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業績と庶務の概要

経営理念
当金庫は、地域金融機関としてあるべき姿の実現に向け、
以下の経営理念を掲げて経営しております。
「地域の成長と前進を求めみなさまと共に歩みます」

1

2

3

私たちは、地域金融機関として、心のこもったサービスを提供し、
地元の繁栄に貢献します。
私たちは、健全経営を基本として自己資本の充実につとめ、
社会的責任を遂行します。
私たちは、創造的で夢と感動のある職場をつくり、
お客さまの信頼に応えます。

ビジョン
当金庫の役職員は、以下のビジョンの下で活動に
取り組んでおります。
「あなたにとって、いちばんの“みやしん”へ
 『いつもありがとう』その一言のため、全力で」

1

2

3

私たちは、地域に貢献できることに使命と誇り、喜びを感じ、
みなさまの要望に全力で取り組みます。
私たちは、お客さまに寄り添うことで、夢と希望を叶えるお手伝い
を全力で行います。
私たちは、役職員を家族と考え、愛情のある働きやすい職場を
全力でつくります。



5.　自己資本比率
令和 7年 3月31日現在 21.79％
※自己資本比率とは、「リスク資産」に対する「自己資本」の割合を示した
もので、金融機関の経営体質の健全性を示す重要な指標であり、国内
基準は4％以上と定められています。

会議名
理事会
監事会

令和 6年度開催回数
14回
13回

目的
業務に関する重要事項の決定
業務監査、監査事項の報告等

3.　理事会・監事会の開催状況

（令和 7年 3月31日現在）4.　会員数・出資金

個人
法人
合計

会員数
16,760人
  2,165人
18,925人

出資金
521百万円
155百万円
676百万円

6.　役員体制（令和 7年 3月31日現在）
理 事 長
常務理事
常務理事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
監 事
監 事
監 事

伊 藤 壽 文
木 本 謙 正
松 浦 由 美
土 井 康 志
松 戸 　 豊
岩 崎 　 勲
小 林 公 一
山 本 英 志
望 月 剛 毅
兼 髙 則 之
本 多 孝 士（員外監事）

2.　総　代　会
令和 6年 6月19日㈬　第92期通常総代会が開催され、次の事項
が報告・承認可決されました。

⑴　第92期（令和5年４月１日から令和6年３月31日まで）
業務報告、貸借対照表および損益計算書の内容報告の件

【報告事項】

【決議事項】
第92期（令和 5 年 4月1日から令和 6 年 3月31日まで）
剰余金処分案承認の件
役員賞与支給の件
会計監査人選任の件
会員の法定脱退（除名）承認の件
総代選任に係る総代選考委員選任の件
理事１名退任につき１名選任の件
退任理事および監事に対する退職慰労金贈呈の件

第1号議案

第2号議案
第3号議案
第4号議案
第5号議案
第6号議案
第7号議案



第93期　　　　　　貸借対照表（令和 7年 3月31日現在）

科　　目 金　額 金　額
（資産の部）

資産の部合計

現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
有 価 証 券
国 債
地 方 債
社 債
株 式
その他の証券
貸 出 金
割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越

そ の 他 資 産
未決済為替貸
信金中金出資金
前 払 費 用
未 収 収 益
その他の資産
有 形 固 定 資 産
建 物
土 地
その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
ソフトウェ ア
その他の無形固定資産
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）

科　　目
（負債の部）

負債及び純資産の部合計

預 金 積 金
当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
定 期 預 金
定 期 積 金
その他の預金
そ の 他 負 債
未決済為替借
未 払 費 用
給付補塡備金
未払法人税等
前 受 収 益
払 戻 未 済 金
払戻未済持分
職 員 預 り 金
資産除去債務
その他の負債
賞 与 引 当 金
退職給付引当金
役員退職慰労引当金
偶発損失引当金
睡眠預金払戻損失引当金
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計
（純資産の部）
出 資 金
普 通 出 資 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
特別積立金
当期未処分剰余金

処 分 未 済 持 分
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等合計
純資産の部合計

5,079
112,001

61
151,672
6,269
21,064
92,962
1,346
30,028
170,357
1,425
4,343

148,872
15,716
2,575
97

1,945
1

468
62

2,325
710
1,446
169
42
34
7

355
440

△　2,897
△　2,661
442,014

412,214
7,111

188,262
4,325

186,772
20,587
5,155
843
134
232
3

181
14
11
4

122
3

134
122
880
69
55
16
440

414,644

676
676

36,749
684

36,064
35,300
764

△　　　　0
37,425

△　10,055
△　10,055
27,370
442,014

単位：百万円

（　　　　　）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。



単位：千円

単位：円
当 期 未 処 分 剰 余 金
積 立 金 取 崩 額

利益準備金限度超過取崩額

繰　越　金（当期末残高 ）

剰 余 金 処 分 額
普通出資に対する配当金
特 別 積 立 金

413,511,416
　　　　（年２%）　　　　　13,511,416

400,000,000
359,151,100

764,289,816
8,372,700
8,372,700

第93期　　　　　　剰余金処分（ ）令和 6年 4月 1 日から
令和 7年 3月31日まで

第93期　　　　　　損益計算書（ ）令和 6年 4月 1 日から
令和 7年 3月31日まで

科　　　　　　目 金　　　　　　　　額
経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
貸 出 金 利 息
預 け 金 利 息
有 価 証 券 利 息 配 当 金
そ の 他 の 受 入 利 息

役 務 取 引 等 収 益
受 入 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 収 益

そ の 他 業 務 収 益
外 国 為 替 売 買 益
国 債 等 債 券 償 還 益
そ の 他 の 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益
株 式 等 売 却 益
そ の 他 の 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
預 金 利 息
給 付 補 塡 備 金 繰 入 額
借 用 金 利 息
そ の 他 の 支 払 利 息

役 務 取 引 等 費 用
支 払 為 替 手 数 料
そ の 他 の 役 務 費 用

そ の 他 業 務 費 用
国 債 等 債 券 償 還 損
そ の 他 の 業 務 費 用

経 費
人 件 費
物 件 費
税 金

そ の 他 経 常 費 用
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
偶発損失引当金繰入額
睡眠預金払戻損失引当金繰入額
そ の 他 の 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 損 失
固 定 資 産 処 分 損
減 損 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

4,028,745
2,348,964
385,233
1,259,517
35,031
426,595
204,279
222,316
41,460
866
148

40,446
252,804
246,914
5,890

275,402
271,753
2,511
519
617

331,788
56,314
275,474
265,791
197,008
68,783

2,678,327
1,821,025
828,840
28,461
516,738
504,166
5,698
5,863
1,009

155
164

300,391
△　　3,865

4,749,007

4,068,049

681,558
320

681,238

296,526
384,711
379,578
764,289

記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。（注）



店　舗　一　覧
富士宮地区

富士地区

本　　　部
本　　　店
神 田 支 店
西 町 支 店
東 町 支 店
北　支　店
富士根支店
芝 川 支 店
上 野 支 店
富士見支店
駅 南 支 店
淀 川 支 店
万 野 支 店
上井出支店

富 士 支 店
吉 原 支 店
鷹 岡 支 店
松 岡 支 店
国久保支店
新富士支店

☎0544◯3120
☎0544◯3111
☎0544◯3321
☎0544◯5194
☎0544◯8194
☎0544◯5141
☎0544◯2826
☎0544◯1151
☎0544◯1211
☎0544◯1811
☎0544◯4111
☎0544◯8111
☎0544◯1111
☎0544◯3333

☎0545◯7741
☎0545◯8111
☎0545◯9111
☎0545◯5522
☎0545◯5311
☎0545◯5911

富士宮市元城町31番15号
富士宮市元城町31番15号
富士宮市大宮町3番1 4号
富士宮市西町 2 6番 1 4号
富 士 宮 市 東 町 1 1 番 3 号
富 士 宮 市 光 町 7 番 7 号
富士宮市小泉467番地の9
富士宮市長貫1105番地の7
富士宮市下条307番地の3
富士宮市富士見ヶ丘463番地の1
富士宮市田中町930番地の4
富士宮市淀川町35番16号
富士宮市万野原新田3072番地の6
富 士 宮 市 上 井 出 3 4 番 地 の 3

富士市中島 3 9 2番地の 8
富士市中央町3丁目12番5号
富士市久沢 8 4 9番地の 1
富士市松岡1163番地の2
富士市伝法2046番地の3
富士市横割6丁目6番23号

富 士 宮 市 役 所
オギノ富 士 宮 弓 沢 店
JR名古屋セントラルタワーズスカイシャトル

イオンモール 富 士 宮
JR名古屋セントラルタワーズ

23

23

27

26

26

27

27

58

23

24

24

26

54

65

61

51

71

61

53

62

お客さま相談プラザ
みやしんサポート相談室

富士宮市光町7番7号（北支店1F）
富士宮市元城町31番15号

☎0544◯566528

☎0544◯334427

創ります“夢あるあした”

富士宮信用金庫

店舗外キャッシュサービスコーナー

富士宮信用金庫は、静岡県東部4信金「共同SDGs宣言」を公表しています。
SDGsの理念のもと、信用金庫の機能と役割を発揮し「環境」「社会」「経済」
の各分野で地域活性化に努めています。


